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基本目標： 
「地域医療機関等との連携を一層推進し、地域の中核病院として、

急性期医療を安定的に提供することで地域医療を支えます。」 

１．「市立豊中病院運営計画（令和5年度～令和9年度）」に
基づき、取組みを進めます 

■令和５年度～令
和９年度は、新た
な市立豊中病院
運営計画の基本
目標のもと、当院
の果たすべき役割
を達成するための
取組みを引き続き
進めていきます。 

・ 急性期医療を担う地域の中核病院として、地域との連携を深め、質の高い医療

と患者サービスを提供する取組みを進めます。また公立病院として救急医療の他、

小児・周産期医療を安定して提供していきます。 

・ 経営状況については、次年度以降も経常収支の黒字化をめざし、地域の皆さま

に必要とされる医療を今後も安定して提供しつづけられるよう、経営面での改善

を進めていきます。 
 大阪府より「紹介受診重点医療機関」に選定されました。（公表日：令和５年８月1日） 

今後も地域との連携を深め、地域の医療ニーズに応えられる病院運営を目指す取組みを

進めます。 

（橙地部分修正） 
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２．令和５年度４月以降の新たな取組状況 

時短計画関連につ
いて、大澤課長に
準備依頼 

〇 今後も市立豊中病院運営計画に基づき、政策的な医療を安定して提供していくとともに、

地域医療支援病院として、地域の中で医療機能の異なる医療機関との役割分担や連携強

化を進め、急性期や重症患者等の専門的医療を迅速に提供できる体制づくりに取り組みま

す。 

 また、コロナ収束後の医療提供の充実に向け、当院がもつ施設・設備・人員等の限られた

医療資源を、最大限活用するための戦略についても検討していきます。  

Ⅰ．急性期医療を中心とした医療機能の充実 

Ⅱ．地域連携の推進 

Ⅲ．医療の安全と患者サービスの向上 

Ⅳ．安定した経営基盤の確立 

・質の高い医療サービスのための診療科新設、
再編（形成外科、内科、外科） 

・救急科病床（５床）の運用開始 
・がん患者・家族の情報交換の場「AYAトーク」
の定期開催 

・患者総合支援部の新設 

・大阪府「紹介受診重点医療機関」に選定 ・「医師労働時間短縮計画」にもとづく働き方改革
の進捗管理 
・幹部職員による医療スタッフとの目標指標共有
ミーティング 
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基本目標と取組内容 

計画策定にあたって 

［策定の趣旨・位置付け］ 

当院の果たすべき役割 

参考： 市立豊中病院運営計画（令和５年度～令和９年度）の概要 

１．地域医療機関等との役割分担による当院が担う 
  医療機能の明確化 

２．自院における業務効率化 

・デジタル化、タスクシフト、病床の効率的運用など 

・急性期疾患・専門性の高い医療 
・周辺医療機関では対応困難な医療 など 

● 医 療 需 要 

[当院を取り巻く状況] 

●新興感染症 

●働き方改革 

・豊能医療圏は高い医療ニーズが継続 

・病床確保や施設設備の整備など、感染拡大時等に備えた平時からの取組みが必要。 

・医師の時間外労働時間規制への対応や専門人材の確保・育成が必要。 

計画策定の背景 

［対象期間］ 

 令和5年度（2023年度）～令和9年度（2027年度） （5年間） 

• 当院が、公立病院また急性期医療を担う地域の中核病院として求められる役割を果たすための運営の方向性や目
標を定めた計画 

• 「第4次豊中市総合計画」の分野別計画に位置付け、「公立病院経営強化ガイドライン」や「大阪府医療計画」等で示
された方向性に基づき取組みを進める。 

［基本目標］   地域医療機関等との連携を一層推進し、地域の中核病院として、 
                       急性期医療を安定的に提供することで地域医療を支えます 

○ 地域の医療機関等との 
  緊密な連携 

○ 急性期医療を中心とした 
  専門的な医療の提供 

［果たすべき役割］ ［役割を果たすための方向性］ 

・高齢者層を中心に救急搬送件数が増加 
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[当院の現状] 

● 医 療 提 供 ・新型コロナウイルス流行前（2019年度）は、消化器系、腎・尿路系、小児疾患、呼吸器系、  

 血液系、女性生殖器系等は、豊能医療圏で1位または2位の高いシェアを有する。 

● 経 営 状 況 ● 入   院 
・経常収支は2019年度まで赤字、2020年度から新型 

 コロナウイルス感染症に係る補助金等により黒字 

・医業収支は新型コロナウイルス感染症の影響によ 

 り悪化 

・2019年度まで新規入院患者数微増、延入院患者数減少 

・2020年度から新規入院患者数、延入院患者数減少 

● 救   急 ・2021年度には約5,500人の救急患者を受け入れているが応需率が低い（50％前後）。 

● 手   術 ・全手術件数は徐々に減少しているが、全身麻酔手術件数は増加 

● 外   来 

・外来患者数は減少、紹介患者数は2019年度まで増加傾向 

2015年度 2019年度 2021年度 

外来初診患者数 34,610人 31,211人 24,049人 

紹介患者数 22,943人 24,386人 19,984人 

2015年度 2019年度 2021年度 

新規入院患者数 15,482人 15,897人 13,178人 

延入院患者数 199,311人 180,704人 148,049人 

平均在院日数 11.8日 10.4日 10.3日 

［取組方針］ ［重点項目］ ［取組内容］ 

Ⅰ.急性期医療を中心と  
  した医療機能の充実 

救急医療の強化 
・ 救急受入れのための病床の効率的運用 
・ 救急部門担当人材の確保 
・ 救急処置スペース不足への対応 

がん医療の強化 
・ がん診療機能の充実 
・ がん相談や緩和ケアの充実 
・ がん専門医療に関する人材育成や配置 

専門的医療の充実 

・ 急性期専門医療の拡充 
・ 専門資格保有職員による専門性の発揮 
・ 小児・周産期医療の体制維持 
・ 新興感染症流行時に備えた病床運用と施設整備 

Ⅱ.地域連携の推進 

医療機能分化の推進 
・ 医療連携による関係構築の推進 
・ 転院ルートの確保など逆紹介の推進 
・ 医療機能分化に関する情報発信 

地域包括ケアシステムへの貢献 
・ 医療と介護の連携 
・ 医療機関や保健・福祉施策事業への貢献 

Ⅲ.医療の安全と患者 
  サービスの向上 

医療安全の推進 

・ 医療安全に対する職員意識の醸成と事故防止対策 
・ 患者・家族のサポート体制の強化 
・ 患者急変時対応の強化 
・ 院内感染防止対策の実施 

患者サービスの向上 
・ 接遇・満足度の向上 
・ 快適な診療環境・院内設備の整備 
・ 入退院や相談支援の体制整備 

Ⅳ.安定した経営基盤の   
   確立 

働きがいのある職場づくり 
・ 働き方改革に向けた取組み 
・ 専門的知識・技術の習得や資格取得等支援の強化 
・ 職員要望の把握と分析 

収益性の向上 
・ 適正な診療報酬の算定と新たな施設基準の取得 
・ 費用の精査等の費用適正化に向けた検討 
・ 職員の経営意識の醸成 

病院運営の効率化 
・ 医療施設や機器の効率的運用 
・ デジタル技術の導入による業務効率化の推進 
・ セキュリティ対策や情報リテラシーの醸成 


